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	特集	 外国語で表現されやすい皮膚病新しい年を迎え，本誌は第39巻に入る．

今月号は「好発部位を外れた皮膚病」の特集であ

る．皮膚疾患は全身のいずれの部位にも発症する

ことがありえるが，解剖学的特徴，あるいは生理

機能の立場から特定の部位に発症しやすい疾患が

あり，疾患の好発部位といわれる．この特徴を

知っていることが臨床診断に役立つことはよく経

験するところである．今月号に集められている症

例は，この好発部位を外れた症例である．なぜ好

発部位を外れたのかを検討することが，疾患の発

症機序の解明においてなんらかのヒントになるか

も知れない．

好発部位に関しては，通常は両側性に発症する

ものが片側性にのみ生じた例，多発することが多

い疾患が単発で発症した例など，発症部位との関

連性が興味のあるところである．発症部位の意味

付けについては一例一例慎重に深く検討したいも

のである．

年の初めにあたって，本誌は内容を充実させ，

日常診療に大いに役立つものにしたいと考えてお

ります．今年も皆様方のご指導ご鞭撻のほどよろ

しくお願い申し上げます．

 （R.S.）
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